
ま
た
、
地
域
に
と
っ
て
最
適
か
つ
持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
の
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
施
設
利
用
者

用
運
送
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
が
有
す
る
車
両
や
運
転
者
等
の
輸
送
資
源
に
係
る
情
報
を
活
用
す
る
こ
と
が
効

果
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
う
し
た
協
力
の
一
環
と
し
て
、
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
必
要
な
情
報
提
供

を
行
う
こ
と
も
期
待
さ
れ
る
。

（
略
）

（
略
）

２

関
連
す
る
施
策
と
の
連
携

２

関
連
す
る
施
策
と
の
連
携

地
域
旅
客
運
送
サ
ー
ビ
ス
の
持
続
可
能
な
提
供
の
確
保
に
資
す
る
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
に

当
た
っ
て
は
、
都
市
機
能
の
増
進
に
必
要
な
施
設
の
立
地
の
適
正
化
そ
の
他
の
ま
ち
づ
く
り
を
は
じ
め
と
し

て
、
観
光
振
興
、
健
康
・
医
療
、
福
祉
・
介
護
、
教
育
、
環
境
な
ど
様
々
な
分
野
に
お
け
る
施
策
と
の
連
携

を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

地
域
旅
客
運
送
サ
ー
ビ
ス
の
持
続
可
能
な
提
供
の
確
保
に
資
す
る
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
に

当
た
っ
て
は
、
都
市
機
能
の
増
進
に
必
要
な
施
設
の
立
地
の
適
正
化
そ
の
他
の
ま
ち
づ
く
り
を
は
じ
め
と
し

て
、
観
光
振
興
、
健
康
・
医
療
、
福
祉
・
介
護
、
教
育
、
環
境
な
ど
様
々
な
分
野
に
お
け
る
施
策
と
の
連
携

を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

国
に
お
い
て
は
、
関
係
省
庁
間
の
連
携
強
化
を
図
っ
て
い
く
と
と
も
に
、
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
は
、

地
方
の
総
合
行
政
を
担
う
立
場
か
ら
、
ま
ち
づ
く
り
、
観
光
振
興
、福
祉
そ
の
他
の
観
点
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

こ
れ
ま
で
連
携
が
十
分
で
な
か
っ
た
分
野
を
含
め
、
関
連
す
る
施
策
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、
総
合
的
か
つ

計
画
的
に
施
策
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

国
に
お
い
て
は
、
関
係
省
庁
間
の
連
携
強
化
を
図
っ
て
い
く
と
と
も
に
、
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
は
、

地
方
の
総
合
行
政
を
担
う
立
場
か
ら
、
ま
ち
づ
く
り
、
観
光
振
興
、福
祉
そ
の
他
の
観
点
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

こ
れ
ま
で
連
携
が
十
分
で
な
か
っ
た
分
野
を
含
め
、
関
連
す
る
施
策
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、
総
合
的
か
つ

計
画
的
に
施
策
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
近
年
の
大
規
模
災
害
の
頻
発
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
や
、
複
数
事
業
者
間
の

連
携
の
必
要
性
の
高
ま
り
を
踏
ま
え
、地
方
公
共
団
体
や
公
共
交
通
事
業
者
な
ど
関
係
者
が
一
体
と
な
っ
て
、

次
の
よ
う
な
施
策
の
検
討
を
進
め
て
い
く
こ
と
も
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

さ
ら
に
、
近
年
の
大
規
模
災
害
の
頻
発
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
や
、
複
数
事
業
者
間
の

連
携
の
必
要
性
の
高
ま
り
を
踏
ま
え
、地
方
公
共
団
体
や
公
共
交
通
事
業
者
な
ど
関
係
者
が
一
体
と
な
っ
て
、

次
の
よ
う
な
施
策
の
検
討
を
進
め
て
い
く
こ
と
も
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

・

（
略
）

・

（
略
）

共
同
経
営
等
を
活
用
し
た
地
域
公
共
交
通
施
策

共
同
経
営
等
を
活
用
し
た
地
域
公
共
交
通
施
策

人
口
減
少
等
に
よ
る
利
用
者
数
の
急
速
な
減
少
や
運
転
者
不
足
の
深
刻
化
に
よ
り
、
公
共
交
通
事
業
者

が
厳
し
い
経
営
環
境
に
置
か
れ
て
い
る
中
、
複
数
の
事
業
者
間
で
連
携
し
て
地
域
旅
客
運
送
サ
ー
ビ
ス
の

持
続
可
能
な
提
供
の
確
保
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
こ
で
、
国
土
交
通
大
臣

が
認
可
を
行
っ
た
共
同
経
営
の
取
組
に
つ
い
て
独
占
禁
止
法
の
適
用
を
除
外
す
る
独
占
禁
止
法
特
例
法
の

制
度
を
活
用
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
共
同
経
営
の
取
組
に
必
要
な
共
同
経
営
計
画
を
作
成
す
る
場
合

に
は
、
地
域
公
共
交
通
計
画
等
の
内
容
や
法
定
協
議
会
か
ら
聴
き
取
っ
た
意
見
を
踏
ま
え
、
地
域
の
公
共

交
通
政
策
と
の
調
和
を
図
り
、
地
域
住
民
が
真
に
求
め
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指
す
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
ま
た
、
官
民
が
連
携
し
て
運
送
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
や
利
用
者
の
利
便
性
向
上
を
図
る
観
点
か
ら
、
共

同
経
営
計
画
と
利
便
増
進
実
施
計
画
を
一
体
的
に
策
定
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
な
お
、
独
占
禁
止
法
特

例
法
は
、
認
可
を
受
け
た
共
同
経
営
に
基
づ
く
事
業
に
つ
い
て
、
本
来
は
独
占
禁
止
法
で
禁
止
さ
れ
た
行

為
を
特
例
的
に
認
め
る
も
の
で
あ
る
と
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
共
同
経
営
の
対
象
路
線
等
に
つ
い
て
変
更
が

あ
る
場
合
に
は
、
必
要
な
手
続
き
を
確
実
に
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。

人
口
減
少
等
に
よ
る
利
用
者
数
の
急
速
な
減
少
や
運
転
者
不
足
の
深
刻
化
に
よ
り
、
公
共
交
通
事
業
者

が
厳
し
い
経
営
環
境
に
置
か
れ
て
い
る
中
、
複
数
の
事
業
者
間
で
連
携
し
て
地
域
旅
客
運
送
サ
ー
ビ
ス
の

持
続
可
能
な
提
供
の
確
保
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
こ
で
、
国
土
交
通
大
臣

が
認
可
を
行
っ
た
共
同
経
営
の
取
組
に
つ
い
て
独
占
禁
止
法
の
適
用
を
除
外
す
る
独
占
禁
止
法
特
例
法
の

制
度
を
活
用
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
共
同
経
営
の
取
組
に
必
要
な
共
同
経
営
計
画
を
作
成
す
る
場
合

に
は
、
地
域
公
共
交
通
計
画
等
の
内
容
や
法
定
協
議
会
か
ら
聴
き
取
っ
た
意
見
を
踏
ま
え
、
地
域
の
公
共

交
通
政
策
と
の
調
和
を
図
り
、
地
域
住
民
が
真
に
求
め
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指
す
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
ま
た
、
官
民
が
連
携
し
て
運
送
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
や
利
用
者
の
利
便
性
向
上
を
図
る
観
点
か
ら
、
共

同
経
営
計
画
と
利
便
増
進
実
施
計
画
を
一
体
的
に
策
定
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

こ
の
よ
う
な
取
組
を
通
じ
て
、
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
を
図
り
、
誰
も
が
生
き
生
き
と
暮

ら
せ
る
、
持
続
可
能
で
活
力
に
満
ち
た
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
取
組
を
通
じ
て
、
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
を
図
り
、
誰
も
が
生
き
生
き
と
暮

ら
せ
る
、
持
続
可
能
で
活
力
に
満
ち
た
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報 
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